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平成23年度阿賀野市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　収益的収支の収入で3億3,870万8千円、支出で5億3,338万7千円とした。収入では一般会計繰入金3億1,843万円、指定管理者から施設使用料2,024
万8千円等、支出では政策的医療等交付金(普通交付税相当額）2億2,502万1千円、同交付金(職員現給保障相当額）5,909万3千円、減価償却費1億
8,970万9千円、企業債の支払利息2,599万9千円等を計上した。資本的収支では収入で7億2,453万6千円、支出で7億2,453万6千円とした。収入では企
業債で医療機器購入費分3億円、新病院整備事業費分2,960万円、一般会計繰入金3億9,493万6千円を見込み、支出では既設病院施設等改修費1億7,055
万7千円、医療機器整備費3億2,430万円、新病院整備事業費3,000万円、企業債の元金償還金1億9,967万9千円を計上した。
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阿賀野市まちづくり基本条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
可
決　市民と行政が力を合わせ分権時代にふさわしいまちづくりをすすめるため条例を制定するもので、市民、議会、市長及び市職員それぞれの役割や市民

参加のルール、市政運営の仕組みなど基本的事項を定めた条例を制定する。
阿賀野市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可

決　市職員に自己啓発及び国際協力の機会を与える事を可能とし、その成果を公務に還元する事を目的として条例を制定する。
阿賀野市環境基本条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

可
決　環境の保全についての基本理念や、市、事業者及び市民の責務、施策の基本となる事項を定め、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進

し、市民が健康で文化的な生活の確保に寄与する事を目的として条例を制定する。
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阿賀野市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　国家公務員の療養休暇の改正に準じて、結核性疾患による療養休暇については給料の半減までの期間を1年とする特例を廃止する。

阿賀野市職員等の給与の特例に関する条例の一部改正について

修
正
可
決

特別職の減額率は据え置き、一般職の給料月額の減額率
を3％から2％に、管理職手当の減額率を30％から20％にし、その
減額期間を平成23年4月1日から平成24年3月31日まで延長する。

厳しい予算運営の中、新規事業を抱えながらも予算執行はされるが、
一般職員の給料月額2％減額は大きな配慮で、このまま実行して貰いたい。

一般職の給料削減が6ヵ年継続され県下でも類のない状況
となっている。この間、職員数も100名程度削減され予算財源も当初
と比較し改善されていることから、今後も行財政改革を推進し総人件
費の抑制と職員の士気高揚を図ることが市民サービスの拡充につなが
る。よって、一般職の給料月額の減額と管理職手当の減額を削除する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ 欠 ○ × ○ ○ ○
給料削減の6年間で職員数が大幅削減された。給料削減を白紙に戻し

職員の士気高揚のもと頑張って貰いたい。
給料の減額はしのびない部分もあるが、市民の声は公務員改革に待っ

たなしで高額な給料はどうかとの声がある。
阿賀野市税条例の一部改正について 継

続
審
査　法人市民税の法人税割額に係る税率を100分の12.3から100分の14.7にする。

阿賀野市郷土資料館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　歴史文化資源の保存活用施設である「阿賀野市笹神地区郷土資料館」の名称を「五頭の麓（ふもと）のくらし館」に改める。

阿賀野市体育施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
可
決　体育施設「阿賀野市笹神屋内ゲートボール・テニス場」が改修され多目的使用が可能となったことから、名称を「阿賀野市笹神屋内運動場」に改め、

併せて暖房器具を大型機種に入替えたことで施設利用に係る実費相当額を改正する。
阿賀野市児童クラブ設置条例の一部改正について ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

可
決　閉鎖するやすだ児童クラブと、既に閉鎖しているささかみ児童クラブを条

例から削り、併せて民設の児童クラブと均衡を図るため利用料金を改める。
市の児童クラブを民間保育園に委託し料金引上の内容であり、市は教

育的位置付けや考え方も議論されるべきである。
阿賀野市児童館の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

可
決　京ヶ瀬児童館の利用料金を類似の児童クラブと均衡を図るため改正

し、当該用地を京ヶ瀬保育園用地に合筆したので所在地を改める。
現在の児童館を学童保育とする民営化の準備であり、これは児童クラ

ブの対応と同じやり方であると考えられる。
阿賀野市道路占用料徴収条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可

決　地上デジタルテレビ放送の難視聴地域で、公共的団体が必要な共同アンテナ施設を道路上に占用する場合に占用料を免除できるようにする。
阿賀野市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可

決　水原郷病院の診療科目のうち血管外科及び胸部心臓外科を廃止し、新たに心臓血管外科を設置する。併せて人工授精の料金を県内の病院に準じた額に改正する。
阿賀野市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可

決　国家公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に準じて、非常勤職員が育児休業及び育児時間を取得できるようにする。
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市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　宅地造成による市野山及び北本町地内の2路線、御巡幸線バイパスの完成に伴う旧道の別路線組替え1路線、地元要望による1路線を市道認定する。

市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　道路改良工事の完了に伴い5路線の延長や幅員を変更し、地元要望により2路線を延長する。

工事請負契約の変更について　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　安田中学校耐震補強・大規模改造（建築本体）工事の設計変更により、1,586万4,450円を増額し契約金額を3億7,181万4,450円に変更する。

新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　当該事務組合から刈谷田川水防事務組合が脱退することから、組織構成する地方公共団体の数を減少させる規約の変更。
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阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 × ○ × ○ ○

可
決　議長、副議長及び議員の議員報酬を平成23年4月1日から平成24

年3月31日までの間、報酬月額の2％を減額する。

一般職員に給料削減2％の痛みを要求するのであれば、現下の状況か
ら議会議員も同様に痛みを負わなければならない。

議員間の合意形成が必要であり、財政計画などの将来展望も見据えなが
ら議論すべき問題である。
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願

白鳥通り町内道路整備に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 採
択　白鳥通り地内の道路は、交通量の増加に伴い冬期間や降雨時、夜間など大変危険な状態であり２路線を拡幅整備してほしい。

消雪パイプ設置の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 採
択　上江端地内の市道は、両側に住宅や構造物等があり雪を溜めたり捨てる場所がないので安心安全な道路確保のため消雪パイプを設置してほしい。

私立保育園運営助成に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
採
択　平成23年度予算編成に当たり、私立保育園の施策（気になる子に対応した介助員、放課後児童クラブ事業、通園バスの運行と維持管理、園舎の耐震

診断調査）が実現されるよう事業補助及び増額をしてもらいたい。
高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるような施策推進の意
見書を国に提出することを求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 採
択　高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるよう後期高齢者医療制度・国保制度・介護保険制度を見直し、国は責任を持って施策推進にあたるよう関係機関に対して意見書を提出してほしい。
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高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるような施策推進を
求める意見書の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可
決　高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるような施策推進を求める意見書を国会並びに政府に提出する。
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